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手術侵襲に伴う末梢血単球 HLA―DR抗 原の変化

目的 :われわれはこれまで消化器外科手術後の食細

胞機能について検討 し,侵 襲の程度によりMacrO_

phage(以下,M")の IL、1および TNF産 生能の活性

化,好 中球の活性酸素生成,接 着分子の活性化が生じ

ることを報告した
1としかし,臨 床に即して侵襲期の

Mφ 機能をみるには従来の ex vivo測定系では時間を

要す,個 体差が大きい,生 体内での機能をどの程度反

映するかなどの問題点が指摘される。最近,Mφ が抗

原提示細胞 として機能する際に不可欠な HLA DR分

子はサイ トカイン産生にも関与することが報告され

た分。そこで周術期における末梢血単球の HLA‐DR抗

原の変化を解析し,手 術侵襲との関連性について検討

を行った,

対象および方法 :対象は胃癌根治術 (胃亜全摘術 ;

GC)群 4例 ,膵 頭十二指腸切除 (PD)群 5例 ,食 道癌

根治術 (開胸開腹による胸部食道全摘術 ;EC)群 5例

で,術 前および術後 7日 目まで末梢静脈血を採取し,

CD14お よび HLA DR抗 原に対するMoAbに て単球

を蛍光標識し,Flow cytometryに て解析した。

結 果 :1)CD14陽 性 率 :術 前 値 はGC辞 86.8土

8.4%(meantt SE),PD群 十EC群 92.2±55%で 2群

間 に有意差 を認 めなかった。2)HLA DR陽 性 率

(CD14陽性単球):(GC群 )統 計学的に有意な変化を

認めなかった.(PD群 十EC群 )術前値91.7±2.3%に

対 し,術 後 4時 間79.4±9.4%,24時 間72.3±612%,

3日 目70.3±5.3%,7日 目81.7±6.0%に 低下し(p<

0.02),陽性細胞での HLA DR発 現量 (平均蛍光強度)

も有意な減少を認めた(p<o.02).PD群 とEC群 の比

較では術後 7日 目にEC群 74.1±9.0%に 対 し, PD群

では89,3±5。1%と 前値に復する傾向を示した (GC群

vs PD群 :p=0.09,GC tt vs EC群 :p=0.013)(Fig.

1)。

考察 :今回の結果は手術侵襲が生体に加わると末梢

血単球上の HLA‐DR抗 原が一過性に低下し,侵 襲が

大きくなるに従い,こ うした反応はより長時間持続す

ることを示唆する。Punら のはヒト単球の増養系への

抗 HLA‐DR抗 体添加によリアラキドン酸,活 性酸素,
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Fig. l  PeriOperative changes in the percentage of

HLA― DR positive celis in peripheral mOnocyte
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IL lの産生が抑制されることを示 したが,100%完 全抑

制ではなかった。末梢血単球の HLA‐ DR陽 性率の低

下をそのまま生体の M"の 機能低下 (例えば IL‐1産生

低下)に結びつけることはできないが,HLA‐ DRの 測

定によりMφ の反応性 を抑制 しようとする生体反応

をとらえることが可能 と考えられる。
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